
事業実施校６校の取組

　県教育委員会では、昨年１月に策定した「石川の教育振興基本計画」の基本目標及び施策の方針に基づき、施策実施に取り組む

教育活動への支援を通じて、魅力ある学校づくりを推進しています。今年度は県立学校 52校４分校より応募があり、その中から

創意工夫ある取組を企画した６校を事業実施校に指定しました。

　今後とも、このような取組を通して生徒や保護者、地域に愛される魅力ある県立学校づくりを進めます。

（平成23年度魅力ある県立学校づくり推進事業）

ものづくり教育を活用した地域連携による災害時コミュニティー
　【羽咋工業高等学校】

未来の宝達 (たからたち ) を磨く～地域とつながり、地域の未来を担うたくましい人づくり～
【宝達高等学校】

工業高校各学科の専門性を生かして、防災用具・保管所等を製作し、学校に備えるとともに、地域に
提供する取組を通して、社会貢献に対する意識の向上を図ります。

創作菓子「ジュエルスイーツ」などの商品開発・販売実習に係る高校生コンサル活動の展開や、地
域の小中学校と連携した宝達山クリーン登山等の地域貢献活動により、地域の未来を担う人づくり
を目指します。

地域食材 (葛 ) を活用した防災食品の開発
　【大聖寺実業高等学校】

加賀高校ドリカムプロジェクト
～心の教育から基礎学力の向上へ～

【加賀高等学校】

４skills（読む・聞く・書く・話す )をみがき、
知識・技能を探究力に高める読書活動

【金沢西高等学校】

やっぱふるさと
【羽咋高等学校】

地域食材である葛の商品化を図り、その売上げの一部を被災
地支援にあてるとともに、次の商品開発にあてるビジネスモ
デルを構築します。

校内外の清掃活動や地域との交流活動を通して、成功体験や
達成感を味わう機会を増やし、向上心や自己肯定感を育む
ことで学習習慣を定着させ、基礎学力の向上を目指します。

地域の民話・伝承等の掘り起こし活動や読み聞かせ活動、朝
読書のレベルアップ等を通して、情報活用能力、コミュニ
ケーション能力等の育成を図ります。

新聞を活用した学習やニッチトップ企業、市町役場の訪問を
通して、ふるさと石川の現状と課題を探り、愛着を深める
ことにより、地元に役立とうとする人材の育成を図ります。

地域共同避難訓練 地元菓子店との連携による販売活動 (東京・全国物産展 )

仙台大学で行われた
被災地との交流 動橋駅での清掃活動 小学校での読み聞かせ

活動
中能登町役場への訪問

羽咋工業高等学校の取組 (イメージ図 ) 宝達高等学校の取組 (イメージ図 )        

魅力ある学校づくり実践事例発表大会
(平成23年11月7日　文教会館)

小･中･高校の6校が発表
県立学校では、羽咋工業高校、宝達高校が発表


